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混入防止対策情報と共に企業・分析機関に提供

特許4621877

赤外分光光度計 蛍光X線装置 実体顕微鏡

醪圧搾機ろ布洗浄技術 PETボトル洗浄法の開発

次亜塩素酸水溶液製造装置の開発 牡蠣殻の脱臭技術

〈食品混入異物データベース〉

プラスチック廃棄物を利用した混合材料及びその製造装置並びにその製造方法

特許4125942

- 8 -

持続的社会に貢献する
リサイクル技術に関する試験研究
(地独)山口県産業技術センター
技術支援部 副部長　山 田　和 男

　多くの人々が漠然と抱えていた将来への不安が”SDGs”という言葉で明文化されて以降、世界は持続可能な
社会へ向けた取組を加速してきた。この影響は地域の中小企業にも及んでおり、製造業では「資源の有効利用」
や「環境負荷の低減」が求められ始めた。
　一方で、SDGs以前からプラスチック製品の「資源の有効利用」「環境負荷の低減」に取り組み、リサイクル
技術として、多種混合プラスチック複合材料やFRP製品の完全リサイクル技術を開発するとともに、LCA手法を
利用したリサイクル技術の評価にも取り組んできた。現在はその取組成果を生かし、地域企業への技術支援を
行っている。
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食品製造業の衛生管理に関する
試験研究および技術支援
岡山県工業技術センター
研究企画部　技術支援科 専門研究員(科長)　竹 原　淳 彦

　安全・安心という側面から食品産業を支援するため、衛生管理の基幹技術である洗浄・殺菌技術に関する
試験・研究・指導業務に従事して県内外の企業に普及指導してきた。主として、海水殺菌装置の開発、次亜塩素酸
水溶液の製造装置の開発や利用技術の研究・開発に取り組み、食品関連企業や業界に対する製造、商品化、
品質管理の技術支援を行い、地域の食品産業の振興に大きく貢献した。また機器分析を用いた混入異物分析
の有用性に着目し、分析ノウハウの蓄積や独自の食品混入異物データベースを構築するなど分析・解析技術の
信頼性向上に取り組み、指導・普及を行うことで企業の品質管理技術の底上げを図ってきた。これらの活動に
より、地域の食品産業の衛生管理レベルが強化され、顧客・取引先への信頼確保に貢献した。

　中小企業でもFRP廃棄物の適正処分が求められるように
なると、企業からもリサイクルに関わる技術相談が寄せられ
るようになった。
　そこで、FRPのマトリックス樹脂を完全に分解可溶化させて
ガラス繊維やフィラーの無機成分を分別回収するだけでな
く、回収～再生したリサイクル樹脂とリサイクル繊維のみで
FRPを製造する超効率的な完全リサイクルを初めて実現した。

　通常廃棄プラスチックは多種の樹脂が混合している場合
が多く、そのままではマテリアルリサイクルが困難であったた
め、低融点のPE等を母材として溶融し、一方でPP等の硬質
樹脂は完全溶融させずに表面のみ軟化する程度の温度で密
着するように混練して強度の高い成形体を作成する技術の
確立を目的とした。
　本技術は、硬化時の収縮率が小さく大型成形品に適した
成形法である。この成形法で製造されたリサイクルゴミ箱
は、2001年に山口県で開催された「山口きらら博」で採用さ
れた。

　県内企業に自らが構築した食品混入異物データベース
（赤外分析、蛍光Ｘ線分析、顕微鏡写真等）を積極的に提供し、
分析・解析技術の指導・普及を行い、品質管理技術の底上げ
を図ってきた。また、クレーム案件には迅速な対応に努め、
適切な対策方法の提案を行うことで、企業の顧客・取引先
の信頼確保に貢献した。

洗浄・殺菌・脱臭技術の開発

　県内企業と共同で、殺菌効果の高い弱酸性次亜塩素酸
水溶液の製造装置を製品化すると共に利用技術を開発し
た。また、牡蠣殻の脱臭技術や清酒醪自動圧搾機のろ布の
洗浄技術の検討も行った。さらにPETボトルのリユースを目
的にボトルに損傷を与えることなく、人体への安全性と清浄
度を両立した洗浄殺菌システムを提案した。

機器分析による
異物混入防止対策

多種混合プラスチック
複合材料の開発

FRP製品の
完全リサイクル技術の開発




